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研究成果の概要（和文）： 

 看護基礎教育から継続教育まで一貫性のあるフィジカルアセスメント教育システムの構築を

目指し、教育と臨床の両者が求めるフィジカルアセスメント教育のミニマム・エッセンシャルズ

と、フィジカルアセスメントの集合教育および個別的教育の方法とシミュレータを用いた認識能

力評評価の標準化とその可能性及び実効性について明らかにし、これらの成果を継続教育に活用

できるように訪問看護師のための教育プログラムを開発した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The construction of a certain consistent physical assessment education system 

from nursing basic education to continuing education was aimed. It was determined about 

the standardization of the recognition ability review evaluation that minimum essential 

of the physical assessment education. A new educational method utilizing human simulators 

for developing physical assessment skills was established. And the educational program 

for health visitors was developed to be able to utilize these results in continuing 

education. 
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1. 研究開始当初の背景 

 看護を取り巻く環境は大きく変化し、医療

施設内に限らず中間施設や在宅等では看護師

が主体となって患者をみる、というように現

場での看護師の役割が拡大してきた。医療機

関では医療の高度化、在院日数の短縮化に伴

い、入院患者の重症度は進んできた。したが

って、看護基礎教育において適切な観察と的

確な看護判断能力、看護判断に基づいた適切

なケアが行えるような教育が求められており、

看護職により専門性の高いフィジカルアセス

メント能力が求められるようになってきた。 

 適切なケアを実施するための観察力・的確

な看護判断能力にはフィジカルアセスメント

スキルはコアとなる能力の一つである。2003 

年の「平成15 年度看護実践能力の到達目標ワ

ーキンググループ検討結果」にて、フィジカ

ルアセスメントは看護実践を支えるコア教育

内容であるということが示され、その教育の

重要性・必要性はコンセンサスを得ている。 

 しかし一方では、学生が学ぶべき領域は拡

大・多様化し時間に限りがあり、また人々の

意識の変化等により、学生が実際に経験でき

る項目が少なくなってきている現状もあった。

そのような状況においては、集合教育にてあ

る程度の知識伝達は可能でありながら、学生

各自が納得できるまでの教育プログラムが必

ずしも提供できているとは限らないと思われ

た。 

 技能や知識の獲得のためには、「理解」と

「納得」との両者が有機的に連携する必要が

ある。正しい知識なしに反復練習を行っても、

その技法の意味がわかっていなければ単なる

動作にしかならならず、また、どんなに知識

があってもその知識を用いて具体的に行動で

きるスキルがなければ意図することを具現化

できない。 

 納得するためにはある程度の教育時間と反

復練習が不可欠ではあるが、それがどの程度

必要かは、学生個人個人の準備状況や資質に

大きく左右される。それまでのようなストラ

クチャーとプロセスだけで担保した教育では、

必ずしも求められる習得レベルが確保できる

とは言い難く、すでに何かしらのアウトカム

評価はもはや避けては通れなってきた。 

 さらに、医療実践においては医療施設と在

宅との連携が必要不可欠である。医療施設内

と在宅の看護師の連携が必要であり、医療施

設内の看護師は在宅における看護を、訪問看

護師も医療施設内の看護を知っておく必要が

ある。そのような観点から、看護基礎教育か

ら医療施設場面・在宅現場を視野に入れた継

続教育まで、一貫性のあるフィジカルアセス

メント教育システムの構築が必要であると考

えられた。 

 

2. 研究の目的 

 医療実践においては医療施設と在宅との連

携が必要不可欠である。医療施設内と在宅の

看護師の連携が必要であり、医療施設内の看

護師は在宅における看護を、訪問看護師も医

療施設内の看護を知っておく必要がある。そ

のような観点から、看護基礎教育から医療施

設場面・在宅現場を視野に入れた継続教育ま

で、一貫性のあるフィジカルアセスメント教

育システムの構築が必要であると考え、その

開発を目指すことを目的とした。 

 対象者の身体に現れる情報の収集と整理で

あるフィジカルアセスメントについて、集合

教育、個別訓練、成果評価を組み合わせる有

効な教授法を開発し、学習者各自の成果につ

いての評価方法の開発とその検証を試みるこ

とを目的とした。これらの教育方略は看護基

礎教育時のみならず、免許取得後の入職直後

の初期研修時や、一定期間経験した後のブラ



ッシュアップ研修を、より有効なものとし得

るものであり、本研究ではその後の卒後継続

教育へも発展させていくべきものと考えられ

た。そのために「（１）何を教育するか」「（２）

どのような方法で評価するか」「（３）その

評価をどう活かすか」というものを別個にす

ることなく一本化したものとして進め、相互

間の関連性の有効性をも見出すことを目指す

必要があると考えた。 

 

3. 研究の方法 

 本研究目的の達成のために、教育の現場と

臨床の現場の両者が求める看護基礎教育にお

けるフィジカルアセスメント教育のミニマ

ム・エッセンシャルズを明らかにし教育内容

の検討を行ない、その教育内容について集合

教育と個別的教育との有機的連携を図ること

により学生を対象としたフィジカルアセスメ

ントの集合教育および個別的教育の方法と評

価についての標準化とそれらの相乗効果の可

能性及び実効性について明らかにし、さらに

その成果を継続教育に活用できるように訪問

看護師のための教育プログラムを開発してそ

の有効性及び実効性について検証していくこ

ととした。 

 具体的には、（１）教育の現場で得られたフ

ィジカルアセスメント教育のミニマム・エッ

センシャルズをもとに臨床の現場が看護基礎

教育に求める教育内容を明らかにするための

質問紙を作成し調査することで臨床の現場が

看護基礎教育に求めるミニマム・エッセンシ

ャルズのコンセンサスを得るとともに、臨床

の現場でコンセンサスが得られた看護基礎教

育に求めるフィジカルアセスメント教育のミ

ニマム・エッセンシャルズを教育の現場に示

しコンセンサスが得られるかを調査し、その

実効性について調査検証した。 

 さらに（２）フィジカルアセスメントの教

授に関して、集合教育で伝えられる範囲を越

えた部分については個別的な教育的関わり

を持つことが出来るようにシミュレータを

活用したセルフラーニングを行える教育環

境ならびにその運用についての整備を行う

こととした。 

 そして（３）教育介入方法の検討とその検

証のために、現在訪問看護に従事している訪

問看護師のインタビューをもとに、訪問看護

に必要なフィジカルアセスメント能力を構

成する要素とフィジカルアセスメントに影

響する因子を明らかにし、訪問看護の現状に

合わせた教育内容及び教育方法を踏まえた

教育プログラムを作成し、訪問看護に従事し

ている訪問看護師を対象に提供することに

より、教育プログラムの実現性及び実効性に

ついて明らかにすることとした。 

 
4. 研究成果 

（１）臨床の現場でコンセンサスが得られた

看護基礎教育に求めるフィジカルアセスメン

ト教育のミニマム・エッセンシャルズを教育

の現場に示しコンセンサスが得られるかにつ

いて調査し、その実効性についてさらに検証

したものを、実際の教育現場での運用を開始

した。基礎教育ならびに継続教育の現場での

エッセンスとして有効性が認められ、特に入

職直後の教育にその有効性が顕著であった。 

（２）シミュレータを活用したセルフラーニ

ングを行える教育環境ならびにその運用につ

いての整備を更に継続して進め、各自の学習

履歴と教育成果の蓄積から個別指導をコーチ

ングできるようなマニュアルの整備に向けて、

どの段階でどのようなアウトカム評価が有効

であるかについて実証的検証を重ね、シミュ

レータを総合的・有機的に運用するシステム

の構築を試みたことで、シミュレータを用い

た認識能力評価法の検討のためのシステムの

整備と学習者各自の学習履歴を集積するため

の環境整備も推進できた。 



（３）教育介入方法の検討とその検証のため

に、これまでに訪問看護に従事している訪問

看護師のインタビューをもとに、訪問看護に

必要なフィジカルアセスメント能力を構成す

る要素とフィジカルアセスメントに影響する

因子を整理し訪問看護の現状に合わせた教育

内容及び教育方法を踏まえた教育プログラム

を作成してきた。昨今は訪問看護という医療

機関外の場にあっても、医療依存度の高い利

用者が急増している。そのためには訪問看護

場面でのフィジカルアセスメント・医療機関

内でのフィジカルアセスメントと明瞭に分け

ることよりも、むしろそれらにおける共通性

と個別性を明確にし、共通性のある内容に関

してはこれまで作成してきた教育プログラム

を活用することも有効であろうと考えた。そ

こで開発してきた教育プログラムの医療機関

に新規就業する初期段階の臨床実践者への適

応性について検討した。これを通して、プロ

フェッショナルキャリア形成の基盤となるべ

き時期に関わる教育モデルとしての普遍性に

ついて検討を行い、適応可能性を整理できた。 
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